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緒 看

歯牙埋伏症とは一定の萌出時期が過ぎても歯冠

が萌出しないで口腔粘膜下または顎骨内にとどま

る状態をいう1)｡ 埋伏症は第 3大臼歯や 上顎犬歯

では比較的多く見られるが, 第 1大臼歯の埋伏は

下顎切歯や第 2大臼歯の埋伏 と典に極めて稀であ

る2)~6)0

今回著者等は44歳女性 に見られた下顎第 1大

臼歯埋伏症の 1例を経験し, その原因について臨

床所見を中心に考察を加えたので報告する｡

症 例

患 者:○瀬○子,44歳,女性,主婦｡

初 診 :昭和 50年 8月2日｡

主 訴 :下顎左側大臼歯部の食片圧入 および同

部の違和感｡

既往歴,家族歴 :共に特記事項なし｡

現病歴 :2年前下顎左側小臼歯より大臼歯にわ

たる橋義歯が破損したため, 某歯科医院にて橋義

歯を撤去し, 遠心側の支台歯を抜去した｡その際

撮影したⅩ線写貞により同部に埋伏歯の存在する

ことを指摘 されたという (図1)｡ その後抜歯寓

の一部は閉鎖せず食片圧入と排膿が見られ, また

埋伏歯も萌出しないため某病院歯科を受診した｡

昭和 50年6月, 同病院にて 同埋伏歯の抜去 を試

みたが深部にあるため果たせず 中止したという｡

今回,埋伏歯の処置について当科を紹介され来院

した ｡

<現 症>

全身所見 :著変を認めない｡

口腔外所見 :顔貌左右対称で特に異常を認めな

い｡

リンパ節所見 :左側顎下 リンパ節,小豆大, 大

豆大各 1個｡可動性があり,圧痛はない｡

口腔内所見 :開口度 55mm｡顎運動に異常なく,
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関節雑音もない｡ 下顎正中は左側へ的半歯偏位 し

ている｡1す には金属冠が装着され, rtはアマル

ガム充填処置が施されている｡L首領.デが欠損 し,

歯槽堤は陥凹しその中間でやや頬側に直径 3mmの

療孔が認められる (図2)｡ 同部を圧迫 すると少

量の膿様不透明液が排出する｡ゾンデは約 5mm下

方に挿入され歯牙様硬固物に触れる｡

Ⅹ繰写貞所見 :/i/ラマ Ⅹ繰写真 で 下顎左側

大臼歯部の骨体下縁近 くに埋伏歯が存在 し, 下顎

管は同部で下方に圧排され, 埋伏歯の根尖が横切

っている｡ また埋伏歯歯冠部を丸 く囲み,近心吹

頭の上部で漏斗状に開いた骨透過像を認め, その

周囲は一層の境界明瞭な不透過像を示している｡

また両側顎関節頭部には頭頂よりやや下方に 関節

頭とほぼ同形の Ⅹ繰不透過像を認める (図3)0

図 1 2年前K歯科医院にて撮影

した患部のⅩ線写真

[1-Ⅰ了にかけての橋義歯

が装着 されており,l了の

近心部にr6の歯冠 の一部
が認められる｡
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図 2 口腔内患部の所見
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図 3 オル ソパ ン トモグラム

矢印は L有 の埋伏歯と両

側顎関節頭部の異常像を
示す｡
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図 4 眼藩関節方向 Ⅹ線写真

●両側顎関節頭の内側に骨癌状の膨隆を認め,左側で顕著である｡

図 5 吹合塾フイルムによるⅩ線写真

(患側で仔 は抜去されている)

図 6 吹合型フイルムによるⅩ線写真 (健側)

眼窟関節方向の写真では 両側顎関節頭内側に骨癌 (図6)0

状の膨隆を認め, 特に左側が顕著である (図 4)｡ 臨床検査所見 :一般血液検査, 尿検査には異常

唆合法写真では埋伏歯部骨体の膨隆 がみ られ るが な く,血清生化学検査で Albuminが 3.6とやや

(図 5), 反対側の同部には 膨隆 は 認 められない 低値を示 した他, 特に異常を認めなか った｡
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図 7 頬 側 面 観

<臨床診断> IJ61の埋伏症

<処置および経過>

昭和 50年 8月30日当科に入院し, 9月5日全

身麻酔下に埋伏歯抜去術を施行した｡仔頬側から

歯槽頂を通 り1す 頬側に及ぶ切開を加え, 歯肉骨

膜弁を剥離翻転 すると埋伏歯歯冠 の一部が 露出

し, その周囲には骨が存在していた｡骨削時,周

囲の骨はやや硬化しているように思われた｡ 顎骨

骨折に注意しつつ歯冠を完全に露出させ,挺子に

て容易に脱臼した後,錯子で抜去した｡摘出した

埋伏歯には不良肉芽や骨の付着は見られず, 抜歯

官は滑沢で, 儒底中央に下歯槽神経動静脈が認め

られ,歯根はそれをまたぐように植立していた｡

術後の経過は良好で,8カ月後の再診では創は完

全に上皮にて覆われている｡

<埋伏歯の形態学的所見>

頬側面観では近心隣接面より根への移行がほぼ

直線を示し, 遠心隣接面では遠心への凸撃が強い

(図7)｡舌側面観では舌側 2吹頭が互に接近して

いる (図8)｡ 唆合面は5唆頭性で各唆頭頂は喫

合面中央に寄ってお り, 固有唆合面が狭 く,歯冠

全体が丸味を帯びている (図9)｡ また頬側溝が

やや遠心側に片寄 り,一見 DryopithecusPat-
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図 8 舌 側 面 観

図 9 喫 合 冊 観

tern の +5の型を示すが 中心小店付近にう蝕が

あり確定はできない｡歯根は発育が悪く,近遠心

2根に分岐し, その分岐点は根尖側に寄っている

(図 10)｡また両根とも下顎管をまたぐように陥凹

が認められる｡

<確定診断>

以上の埋伏歯の形態学的所見で歯根は埋伏歯の

ため発育が障害されていることも考えられ,歯種

鑑別のための参考になり稚 く,主に歯冠形態から
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図 10 歯根 (近心舌側方向よりの所見)

推測してl了に極めて類似 しているように考えら

れた｡ しかしけの存在 を示した Ⅹ線写真 (図

1),および 当科初診時の臨床所見 から総合的に

判断して形態的 にやや 退化傾向を認めるr61と考

えられ,本例は稀有なl官 の埋伏症 と診断した｡

考 察

歯牙埋伏症の部位別発生頻度については 多くの

報告があり2)-5), Luniatschek(1906)2),Blum

(1923)3)によれば歯種によりその発生頻度に差が

諮められ, 上下顎第 1,第 2大臼歯および下顎切

歯には非常に稀 であるといわれる (表 1)｡ 今回

著者等は下顎第 1大臼歯の埋伏例を経験したが,

その報告例は著者等が渉猟した限 りでは表 2の如

く20例にすぎない2)3)7)~17)0

歯牙埋伏症の原因としては全身的原因と局所的

原因が挙げられてお り, 表 3に示すような項 目が

考えられている1)18)｡ このうち全身的原因 は比較

的稀であり,しかも多数歯の埋伏を伴なうことが

多い1)｡ 埋伏症の多 くは局所的な要因 によってお

こるとされ,藤岡ら4)によれば埋伏歯の約 90%は

表 1 歯種別埋伏症頻度

Luniatschek
(1906)

Blum(1923)

上 顎 l下 顎 l上 顎 下 顎 l上 顎

計

計 1 58 1 22 1 1761 261 1 234

表 2 下顎第一大臼歯埋伏症の報告例

報 告 者 I年 代 恒例画 備 考

Luniatschek

BえutenMoroI

Blum,T.

遠 藤

高 木

Cheine&Wessels

lzard

lyer&Booth

Steinl,E.

滝 本

Terner

矢 島

Thoma,K.H.

Guggenheimer

西 嶋

2

1

2

1

1

2

1

1

2

1

1

1

2

1

1

･Z
･

･X
･
※

※は 6)より引用した｡

表 3 歯牙埋伏症の原因

1) 遺伝:鎖骨頭蓋異骨症など｡

2) 全身疾患:クル病,先天梅毒,内分泌障害など｡

3) 歯旺あるいは歯の位置および方向異常｡

4) 乳歯の吸収遅滞｡

5) 乳歯の早期脱落による空隙不足｡

6) 隣在歯の傾斜による空隙不足｡

7) 慢性炎による歯槽骨質の硬化｡

8) 歯牙腫や嚢胞による器械的圧迫｡

9) 骨折｡

10) 顎骨との癒着あるいは顎骨の厚すぎる皮質また

は歯肉の強い線維性肥厚など｡
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萌出場所の狭小が原因と思われると述べている｡

本症例においては生育歴, 検査所見などから全身

的原因は否定できると考えられる｡

･そこで局所的な原因について考察すると既述の

如 くパ ノラマおよび眼窟関節方向のⅩ繰写真によ

り両側顎関節頭部の変形像が認められたこと,お

よび埋伏歯部の下顎骨体舌側に骨の膨隆が存在し

たことから, 問診により外傷の既往は聞き出し得

なかったが, 既往として同部に骨折などの病変が

介在していたことが推測される｡

下顎骨体骨折に際して関節突起部に介達性の骨

折が多発することは実験的にも臨床的にも多 くの

報告があり周知の事実 である19)~23)｡ 本症例にお

いても甘 部付近に外力 がおよび, その結果関節

頭部の骨折を生じたものと推測したが, その骨折

はⅩ繰所見からいわゆる関節嚢内骨折の形をとっ

たものと思われる20)｡ 関節嚢内骨折症例の報告は

少なく, その症状については明らかでないが,石

井ら22)の報告によると, その症状は下顎骨の異常

後退のみで開口障害や顎運動時疹痛は認めなかっ

たと述べられてお り, その症状は比較的軽度なも

のと考えられる｡ このことが本症例で外傷の既往

を聞き出すことができなかった 1つの要因 と思わ

れる｡

一方,埋伏歯が非常に深い場所に位置していた

こと,および歯根が下顎管を下方に圧排し, 歯根

尖は下顎管をまたぐようにして皮質骨内に留まっ

ていた所見などから,外力の加わった時期が歯冠

および歯根完成期以前の非常に早期であり, 幼小

のためこれを記憶 していない ものとも考 えられ

た｡佐藤 (1965)24)によれば歯牙は歯冠完成直後

に歯根形成が開始され,続いて萌出運動が始まり,

日本人女子の下顎第 1大臼歯の歯冠完成期は平均

生後 3.6年であるという｡ また宇治 (1962)25)は

幼犬歯膝に外傷を加えた実験から歯牙が埋伏した

事実を報告してお り, 歯牙形成期の非常に早期に

おける外傷が歯牙の埋伏の 1つの原因 となること

は十分に予想される｡

一方,真の埋伏症の他にいわゆる Submerged

tooth の概念 が あり, 木 次 (1971)26), 高 木

(1973)27),山形 (1976)28)らの報告がある｡ しか

75

し本症例では埋伏歯の位置, 手術時所見で骨性癒

着のなかったこと, および吹耗が認められないこ

となどからこの考えは否定され, 真の埋伏症と診

断し得ると考えられる｡ なお本症例の歯冠部のう

蝕を思わせる歯質の着色に関しては他院での抜歯

操作により一部歯冠が口腔内に露出し, 療孔を通

して長期間外部と交通していた結果と考える｡

以上の如 く本症例 においては 仔がその発育途

上で顎骨に加わった何らかの侵襲により歯肱が影

響をうけ,正常な萌出が障害され,埋伏という状

態を惹起したものと考える｡ また形態学的所見に

おいて第 2大臼歯に類似した所見を呈したことは

早期に歯腔に何らかの侵襲がおよんだ結果,典型

的な第 1大臼歯の形態をとり得なかったものと推

測される｡

最後に, 本症例は来院時に撮ったパノラマⅩ線

写真によって両側顎関節頭部の形態異常を発見す

ることができ, その原因を考察するうえで非常に

有用であった｡ この点に関して,パノラマX線写

真は 1枚のフィルムに顎顔面を撮影 できるため広

範囲の読影が可能となり, 左右両側の比較ができ

る長所を持つことが指摘されてお り29), 特に顎関

節部異常のおおよその指針を得るうえでの有用性

も報告されている30)｡ この点本例は本撮影法の顎

口腔外科領域における臨床的価値を例証したもの

といえるであろう｡

結 語

著者等は44歳女性の極めて稀な下顎第 1大臼

歯の埋伏症を経験した｡ その原因として明らかな

既往は聴板できなかったが, 臨床検査所見から幼

児期の顎骨骨折が歯牙の萌出に障害を与えたと推

測された｡

またパノラマⅩ線写真はこれら広範囲の口腔領

域の病変を診断するうえで重要な手懸 りを与える

ものである｡

なお本論文の要旨は昭和50年度第 2回新潟歯学

会例会において報告した｡

貴重な症例を御紹介いただき,さらに埋状歯が左
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側下顎第 1大臼歯であると診断するうえで非常に参

考となぅたⅩ線写真を捷供された北見善一先生に謝

意を表します｡
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